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本日は大変貴重なお時間を割いて、この 3時間強、お付き合いいただきまして本当にあり

がとうございました。ぴあ総研の役割は何だろうと考えてみますと、やはりぴあグループが

掲げております企業理念、『ひとりひとりが生き生きと』、これは SDGs の「誰一人取り残さ

ない」という目標と合致すると思いますけれども、それを集客エンタメ産業という我々の事

業をやっているドメインの中で実践していく、そのために集客エンタメ産業自身がきちん

と成長していくかを見ていく、いわば灯台守、羅針盤の役割ではないかなと今日のシンポジ

ウムを伺いながら、より意義を熱く持った次第でございます。 

 様々な集客エンタメ産業の今後を展望していくときに出てきます障害、あるいはヒッチ

等々を分析すると同時に、この集客エンタメ産業が大きなクリエイティブ産業、一つ大きな

産業として成長し、グリーン社会そして日本の再生を引っ張っていく原動力になるように

提言していくなど、微力ながら頑張ってまいりたいと思います。 

今日は本当に皆様方、貴重なお時間をいただきましてありがとうございます。深く感謝申

し上げて、閉会とさせていただきます。本当にありがとうございました。 
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